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9年ブリの政権交代:ビルト政権誕生

1991 E1ection: New Riksdag and New Cabinet 

常務理事早稲田大学教授 岡沢憲芙

Prof. Norio Okazawa 

九月総選挙は「ヒツレトかカールソンか」を最大

争点として争われたが、国民はカオスを選択した

のかもしれなし、。政権交代劇が演じられたためで

あろう、日本での報道は過剰反応気味であった。

福祉大後退論や福祉ウンザリ論までも提出された。

コンセンサス ポリティクスが定着したこの国で

は、福祉政策の基本枠組については広範な合意が

定着しており、微調整はあっても基本枠組の根底

的修正などありえなし、。国民が既に膨大な掛け金

(税金)を国家 (強大保険組織)に払い込んでお

り、政権交代くらいで既得権を放棄するハズがな

い。名にし負う高負担社会である、既に払い込ん

だ税金は簡単に断念するには大きすぎる。 EC加

入を目指して微調整作業に入つだと評価すべきで

あろう。

微妙な選挙結果のため政権樹立過程で早くも先

行きに不透明感を投げかけるという印象も与えた

が、それでも 10月 4日、ょうやく穏健統一党のビ

ルトを首班とする保守・中道連合政権が誕生した。

30才で政界入りしてから 7年で党首に就任し、 12

年でローゼンパッド(首相府)の主人公になった

新首相は国民の微妙な選択に複雑な心境であろう。

スウェーデンでは社民党と左党で構成される

[社会主義ブロック]と、穏健統一党、国民党 ・

自由、中央党で構成される[ブルジョワ・ブロッ

ク]の聞で政党間競合が展開されてきた。今回は

この伝統的な競合枠が大きく動揺した。フノレジョ

ワ陣営は勝利したとはいえ、議席を伸ばしたのは

既成政党では穏健統一党だけであ った。政権交代

は既成政党の力で達成されたのて、はない。前固ま

では 4%条項に閉止されてきたキリスト教民主同

盟と誕生間もない新民主党の躍進が社会主義フロ

ックを敗北に追い込んだのである。既成三党の合

計議席は144で過半数にほど遠し、。そこで、古く

て新しい保守政党であるキ民主同盟が必要となる

が、キ民主同盟を入れてもまだ過半数に達しない

のである。「数の論理」を強調して新民主党を誘

えば過半数を確保できるが、その超保守主義体質

を嫌う党があるため、結局は四党連合少数党政権

しか選択肢がなかった。新民主党とし、う時限爆弾

を抱えた政権運用となる。政策大転換など望めそ

うもない。

社民党の敗北理由はいくつも指摘できょう。例

えば、ソ連・東欧体制の崩壊が、部分的には社民

離れを加速したこと(圧倒的な相対多数党を誇る

第一党であるとし、う事実は少しの変化もない)。

また、東西対立軸が解体して、伝統的な非同盟-

中立主義に新しい解釈が可能になったこと。国民

の90%以上が 「スウェーデンの欧州化」を希望し、

EC加盟を支持するようになった。そうなれば、
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「手厚い福祉と恵まれた労働環境をかかえて国際 規制緩和の実施、企業負担金の削減、相続税と財

競争力を維持できるか」 とし、う保守 -財界からの 産税の緩和、過剰福祉の適正化、を実行して欧州

メッセ ーシが説得力を持つことになる。穏健統一 化を急がなければ、国際競争力を維持できないと

党と国民党 ・自由が選挙前に発表した『スウェ一 指摘していた。これが新政権の政策基線となるが、

デンの新しし、出発』 は、超肥大化した公共部門の 前途は、上に述べたように、どこまでも多難。保

減量と効率化、税負担の見直し ・減税、民営化と 守政界の切り札 ・ビルトの力量が試される。

.スウェーデン91年議会選挙

1988選挙 1991選挙

M 穏健統一党 66人 80人

cp 中央党 42 31 

F 国民党 ・自由 44 33 

Kds キ教民主同盟 。 26 

[フノレンョワーブロック] 152 170 

SAP 社民党 156 138 

V 左党 21 16 

日士会主義フロック] 177 154 

Mi1jo 環境党 ・緑 20 。
NyD 新民主党 。 25 。 その他 。 。

[合計] 349 349 

園第一次ビル卜政権 1991-10-04 

首相 カ ノレ・ビノレ卜 穏健統一党 1949 党首

副首相兼

社会福祉相 ヘンクト ・ゥ:ェステノレヘリィ 1 国民党自由 1943 党首

財務大臣 アンネ・ヴィブレ 国民党目自由 1943 女性

税金担当相 ボー ーノレントグレ γ 穏健統一党 1947 

外務大臣 マノレガレ ータ アフ ・ウグラス 穏健統一党 1939 女性

欧州問題担当相 ウルフ ディンケノレスピィノレ 無党派 1939 

対外援助担当相 アノレブースヴェンソン キリ民主同盟 1938 党首

司法大臣 グン・へノレスヴィク 穏健統一党 1942 女性

法律顧問 レイダム ・ロウレン 無党派 1931 女性

防衛大臣 アンダーンュ・ビョノレク 穏健統一党 1944 
に

運輸・通信相 マッツ・オデノレ キリ民主同盟 1947 

教育大臣 ベール ウンケノレ 穏健統一党 1948 

学校問題担当相 ベアトリス・アスク 穏健統一党 1956 女性

農業大臣 カーノレ エーリヅク ・オノレソン 中央党 1938 

産業大臣兼

エ不ノレギ 担当 ベーノレ・ヴェステノレベリィ 穏健統一党 1951 

労働市場大臣 ヘノレエーへんンノしント 中央党 1935 

文化'移民大臣

兼機会均等相

兼住宅相 ビノレジット フリゲボ 国民党・自由 1941 女性

病院問題担当相 ボー ・ケーンベリィ 国民党・自由 1945 

教会大臣 インケーノレ タウーィトソン キリ民主同盟 1944 F 女性

環境資源大臣 ウーロフ ヨ ノ、ンソン 中央党 1937 党首

環境副大臣 ヨ レノレ・ツノレディン 中央党 1942 女性
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スウェーデンでの若者像

Y oung peop1e in Sweden 

会員東京都立第二商業高等学校教諭 高橋一夫

Mr. Kazuo Takahashi 

去る 7月21日から 8月16日まで、 2度目のウプ

サラ大学インタ ーナショナル夏季講習会に参加し

た。参加した講座は前回同様のスウェーデン語初

級と初めてのスウェーデン史であった。スウェー

デン語は、 4年前に受講した内容をすっかり忘れ

たため、再度の挑戦にした。幸いなことに教科書

も指導法もまったく違っていたため成果は良かっ

た。午後のスウェーデン史コースは、フィールド

ワークを取り入れた楽しい授業となった。

4年前と比較すると参加国や年齢構成の点で少

々異なっていた。前回はかなり発展途上の国々が

多かったが、今回はスイスや東欧諸国の青年たち

が目立った。年齢構成もより若い人々が多いよう

であった。

前回は、仕事の都合で 3日ほど遅れ、オリエン

テーションも経ずに参加したためいろいろと戸惑

うこともおおかった。しかし、今回は開講前日に

着いたため、余裕をもって参加することができた。

夏季講習会のあとは、 3日間のマルメ旅行を除い

て、すべてウプサラ市の図書館を中心として行動

した。目的の第ーは、前回見学できなかった市内

のジムナジュウムを訪れ授業の様子やカリキュラ

ムを説明していただくことであった。第二の目的

は、講義の合間に調べることのできなかったヴィ

クセル資料をヒューマニテイセンターや市立図書

館で探すことであった。 3度目のスウェーデン旅

行ということもあって、ストックホルムやウプサ

ラ市内をあくせくと見学で貴重な時聞を費やす必

要もなかった。見るものがすべて珍しいという表

層的なものから、より内容的なものに関心が深ま

った。資料収集もある程度じっくりと腰をすえて、

読む時聞をもてた。大学付属図書館カロリーナ

レデビーパでは、とりあえず文献目録のメモだけ

をし、次回の楽しみとして残しておいた。

8月30日モスクワ経由で帰国した。往復とも

ソビェトについてはクーデターや盗難そしてサー

ビスの悪さなどあまり良い想い出には出会わなか

っTこo

40日間という短い期間であったが、レちばん楽

しい想い出そして勉強になったことは、若い人々

との話し合いであった。彼らの話しは必ずしもス

ウェーテンの社会を代表するものでもなく、また

すべて的確にスウェーデン社会を表現しているわ

けではない。しかし、いつの時代も若者たちの感

覚は貴重なものであるし、問題提起のリトマス試

験紙ともなってきた。その意味で 2、3のエピソ ー

ドを述べてみたい。

机を並べた青年達と

私とスウエ一デ、ノ語て

ポ一ランドカか冶らきたイエノルレシイとノルレクセンブルクグ
、

のマノルレコカが:礼L、たo

イエルジィがこの講習会に参加した理由は、バ

ルト海をはさみ、最も近くそ「して海外の知識を得

ることヵ:て、きるのヵ:、スウェーデンであるという。

アメリカや日本では、遠く、費用が掛かりすぎる

とし、う。特に午後のコースはスウェーデン映画を

選んだ。映画にはかなり関心をもっており、週数

回夜に開催されるビデオフィルムの時聞は欠かさ

ず出席していたようである。また、あるとき映画

監督の講演のあと、わざわざロケ現場を訪ねてス

トックホルムまで行ったこともあった。将来映画

に携わる仕事をしたL、と云っていた。ポーランド

の大学生の就職状況は決して良くない。しかし、

自分に対しても社会に対しでも楽観視していると。

スウェーデンについては憧れてきたわけでもない

が、ひとつのモデル国家として勉強になっていると。

私はスウェーデン映画といえば美貌のイングリ
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ットパーグマンと名監督ベルイマンくらいしか思

し、浮かばなかった。彼らの影響でビデオフィルム

によるスウェ ーデンの名画を見、名監督を招いた

講演に出席するようになった。そのなかでラウル

・ワーレンベリィ (Raoul Wallenberg) の第二

次大戦中のブタペストでの活躍を映画化した

Kjell Grede (シェル ・グレーデ)の iGoafton

Herr WallenbergJは、強烈な印象を受けた。ワー

レンベリィが、第二次大戦中ブタペストの外交官

としてナチの迫害からユダ、ヤ人を守るため、アイ

ヒマンやハンガリーファシストと戦う映画であっ

た。映画は彼がソヴェ卜に連行される γ ーンで了

っていた。またナチの残虐なシーンの描写には幅

吐さえ感じた。ハンガリ ーナチについて説明して

くれたのはマルコであった。この件でスウェーデ

ン人が持つ複雑な対ソ感情を教えてくれたのはイ

エルジィであった。 KjellGredeの講演て、はかな

り多くの若者たちから質問がてナこ。ただ、西ドイ

ツの青年からの質問はなく、彼らの心情が痛いほ

ど理解できた。監督に対する面白い質問や厳しい

質問の中で印象に残った回答は、ナチの行為は決

して過去のものではなく現在も世界で起こってい

ると。ベトヲム戦争も湾岸戦争もしかりとし、う。

イエルジィの話しによるとポーランド映画の中に

も反ナチの厳しいものが多いと L寸。 へ

当時のワーレンヘリィの苦悩は、まさしく第二

次大戦中のスウェーデンの苦悩でもあった。理想

と現実の狭間でいかに生きなければならないかで、

ある。講習会終了後、スウェデッュインステ ュチー

卜でワーレンベリィの資料を購入した。スウェー

デン外務省もしばしばこの件では対ソ交渉を続け

てきた。 20，000ページ以上に亘る公文書 と3，000

以上にも亘る関係者の調査結果を公表している。

ソヴェト連行後の彼の運命については不確かなま

まであり、最近においては前カールソン首相によ

ってもこの問題が提起されてL、る。現在進行中の

ソヴェ卜変革の中で新しい事実が出てくるように

思える。

イエルシィの話では、東ヨーロッパでのスウ

ェーデ万映画の評価はかなり高いとし、う。 2、 3

の興味程度であったスウェーデン映画が、スウ

ェーデンについてより深い知識と関心を持つ機会

となった。

ウプサラ大の寮生活のあとは、ユースホステル
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に泊まることにした。申し込みをするとき、市街

地から 6キロ離れたスウンナーサァトまでジョギ

ンクでいった。市街地をでると、道路は松林や荒

地の中を一直線に延びていた。初めて走るスウ

ェーデンの自然、に、すっかり気分が爽快になった。

日本と違って湿度がないため流れ出る汗も膚にベ

卜つかない。にわか雨が多い国だが、今回は意外

に少なかった。日本の秋のようにすっきりとした

青空、ひんやりとした空気の中をいつもより少し

速いベースで走り続けた。松林を過ぎたところで、

3人の中学生に出合った。事故防止の黄色いチョ

ッキを着て、細長い棒で空缶やゴミを回収してい

た。簡単な英語で話し掛けてみるとどうにか意思

疎通ができた。郊外でのゴミや空缶の回収は、時

給80クローネになるとしづ。友達と話しながら、

このようなアルノくイ卜ができることは、楽しいと

言っている。まだあまり入っていない黒のビニー

ル袋を引きずりながら、僚の先でゴミを挟んでは

入れてL、く。頑張ってねと励ましたあとまた走り

続けた。大学の寮からは、 10キロ位あったようで

約 l時聞かかった。帰りはパスにした。市街地に

入ったフェリス河沿いでパスを降りるとまたゴミ

回収をしている高校生に出合った。スウェーデン

の良いところは、青少年たちに英語が通じること

であった。先程の中学生と違って少し詳しく事情

を聞くことができた。 3年制のエコノミックスラ

インと 2年制のクラリカルラインで学んでいると

し、う。中学時代からの友達で、 2人で市の方に申

し込んだとしづ。市内での空缶やゴミ拾いは、時

車合50クローネでちょっとしたアルノミイ卜より良い

条件だとのこと。確かに友達と話し合いながら晴

れた日に、あまり交通量の多くないところで小さ

なゴミの回収行為は、楽しいに違いなし、。多少の

費用が掛かっても青少年たちに環境問題を考えさ

せる機会ともなるだろう。ここでもスウェーデン

の教育がなにを重視しているかが理解できた。

最後の夜はストックホルムで過ごした。ウプサ

ラのユースホステルは駅からかなり離れているた

め、空港到着の諸手続きや土産の購入などの時聞

が気懸かりであった。またストックホノレムのノミス

ターミナルからアルランタ空港に行ったこともな

かった。ストックホノレム駅で一夜明かして早朝一

番で出発することにした。しかし、計画は甘かっ

た。 12時過ぎには警官か保安官らしき人がきて追



L、出しが始まった。 12時30分のウプサラ行を最後

に全員駅外に出された。不幸にして小銭以外はす

べてスーツケ ースに入れてノミスターミナルのコイ

ンロッカーに預けてしまった。気づいたときはノミ

スターミナルの通路は締まっていた。小銭しか持

たないストックホルムの一夜がはじまった。

まずクングストレゴーデンで時聞を潰してみよ

うと考えた。公園の近くには数件のディスコがあ

り、すぐ近くの市の中心地でタクシーや車を降り

てくる青年たちが見かけられた。パンドの音がか

なり高く、若者たちは熱狂していた。入口には屈

強な青年がし、て、ときどき通るノミトカーを腕みつ

けていた。公園を横切る若い男女も午前 l時ころ

となるとめっきり少なくなった。近くにはNKデ

パート、スイデッシュインスティチュート、銀行

や航空会社などが集まっており、昼間はもっとも

賑やかなところである。 1時も過ぎた頃若い男女

患のクンゲストレゴ デン

が清涼飲料を持ってきて公園を通る二人連れに売

りつけていた。この時刻は若者たちにとっては、

一日の最後の楽しみの時間なのかもしれない。し

かし、 2時を過ぎると人通りも絶え、路上の清掃

に清掃用のロータリ一車があらわれる。近くのセ

ルゲール広場やその地下街もすっかり清掃されて

散水される。ストッグホルムの朝化粧はこの時刻

に終わるようである。朝の 4時ころとなると気温

がすっかり下がり、ヒル壁の温度計は O度を示し

てL、た。 8月29日、日本ではまだ蒸し暑い日が続

いているころでもある。庖もまったく聞いてなく

暖をとるため、たった l軒の駅前のマクドナルド

に入った。 1杯のコーヒーや l個のハンパーグで

寒さから逃れて集まっている若者たちが多かった。

とくに、中近東やアフリカ系の若者たちが集まっ

ていた。しきりに!苫長が海外労働者と思われる庖

員に彼らを追い出すことを指示していた。コー

ヒーで暖をとったあとまた朝方のストックホルム

の街を歩き始めた。あと数十分。駅の周りにはワ

ンゲノレ姿の若者たち、そして毛布もなくただ壁に

身を寄せて寒さを凌いでいる若者たちもいた。厳

寒のときは、これらの若者たちはどこで暖をとる

のだろうか。 5時になるとキルナ方面からの一番

電車が入線した。駅前の車の交通量も次第に増え

てきた。ストックホルムの一 日が始まったので‘あ

っTこ。

滞在中に多くの若者たちと EC問題、福祉問題、

経済成長、移民問題そして教育問題などを話す機

会がしばしばあった。しかし、その論点の中核は、

スウェーデン経済の鈍化への懸念て、あり、伝統的

なスウェーデ、ノ的な物の考えかたがどのように若

L、人々に受け入れられていくかということになる。

あるアメリカの青年が、社会福祉問題の講演のと

き、きっぱりと言い切った言葉が印象に強く残っ

た。「最近スウェーデンについて議論するとき、

マネー、マネーというが、 7 ネーが価値のすべて

だろうか。わたしたちがスウェーデンに求めてい

るのはマネーとは異なる価値だ。」

次の世代を担う若者たちが経済以外のもうひと

つの重要な価値がスウェーデンにはあることを強

調していた。短い滞在であったが多くの青年たち

から素晴らしい思索のプレゼン卜を頂いて帰国し

Tこ。

f九~
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報道の自由と倫理の研究会

講師 潮見憲三郎先生

10月15日潮見憲三郎先生を講師に迎え当研究所にて研究会が開催された。

演題は『報道と名誉・プライパシー スウェーデンではどう制御しているか、アメリカ・日本で

は』。報道の自由と倫理、扱われる事件の渦中の人物のプライパシーと社会との関係について、お

よそ 2時間に亘り講演して頂いた。

内容は次の 3つに大きく分けられる。

まず、この問題を理解するための基本的要件を自由社会でのマス・メディアの特徴をプライパ

シーとの関連に中心に置き、特に、メディアと一般の商品との大きな違い、書く側からの商品=記

事を取り上げる選択基準、喜かれる立場と読む立場の位置と関係や、これらの包括的問題点などに

ついて図解と凡例を用いながら説明がなされた。

次に、行政レベルの役割と機能について、スウェーデンのプレスオンフeズマンを中心に日本やア

メリカとの比較も併せて検討が行われた。中でもオンブズ、マンの機能の様子を最近の統計から実際

に件数を例に見ながら、その処理の流れを判り易く示された。

そして最後は、本日のテ ーマであるプライパシーと人権の問題をわが国の現状とも絡めながら、

人権の問題の核心に触れ、特に何某かの犯罪や事件が発生した場合の容疑者や被害者の取扱い・対

応につき、民間と行政両面から鮮やかに各国の特徴を捕らえることができ、非常に明解で判り易い

内容であった。

全体の印象として、人権の尊重や侵害に関し、マスメディアの及ぼす影響を十分に考慮にいれな

がら、受け手である我々の立場や意識の在り方の再検討、さらには国民的なコンセンサスの深まり

の必要など、 種々の問題提起に富んだ意義深い研究会であった。(伊藤)

<お知らせ>
¥へ

「ストックホルム商科大学 (SS E) 日本研究所」設立募金委員会の主催による

アカデミック・フォーラムが10月22日にスウェーデン大使館にて開催

スウェーデンを代表する名門のストックホルム商科大学に日本研究所を設立するキャンベーンのため

学長のスタファン・ブレンスタアム=リンデル博士とオリアン・セルベノレ教授が来日された。スウェー

デン大使館にてへイマン大使も臨席され、スウェーデンの政治 経済情勢を語り合うアカデミック ・フ

ォーラムが読売新聞の協賛により開催された。

このフォーラムにおいて、リンデル学長は先ず、東西冷戦崩壊後の新しいヨーロッパにおけるスウェー

デンのメリットに触れ、次にヨーロッパ及びスウェーデンにおける日本研究への意欲とその現状について、

そして、今回のメインテーマである SSEにおける日本研究所設立の大いなる意義についてアピールされた。

この研究所の概要は次のようなもの。 SSEの国際化された機構を十分に活用し、日瑞の交流は勿論

のこと、北欧諸国さらには欧州の国々との交流促進とネットワークの構築を目指すものであり、ビシネ

ス・経済分野における交流の新しい基盤に、日本研究を核とした国際的な学術交流を深めるためのユ

ニークな接点としての役割を狙いとして計画されている。

ストックホルム商科大学 (SS E)日本研究所は、今後の日瑞の新しい架け橋として各方面からもそ

の発展に非常に大きな期待が寄せられている。

事業計画、募金その他日本研究所に関しては下記までお尋ね下さい。

ストックホルム商科大学日本研究所設立募金委員会

(委員長:大来佐武郎、委員:服部櫨次郎 ほか)

問合せ先:和光秘書室 担当鵜浦(うのうら)

TEL 03-3562-2111 ex 2401 
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